
三田市高平ふるさと交流センター条例新旧対照表 

現行 改正案 

第 1 条～第 4条の 3 省略 第 1 条～第 4条の 3 省略 

(使用の許可) (使用の許可) 

第 5 条 センター又はその附属設備を使用しようとする者は、あらかじめ市長
に申請し、その許可を受けなければならない。また、許可された事項を変更
する場合も同様とする。 

第 5 条 センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を使用し
ようとする者は、あらかじめ市長に申請し、その許可を受けなければならな
い。また、許可された事項を変更する場合も同様とする。 

2 省略 2 省略 

(許可の制限) (許可の制限) 

第 6 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条の許可をしない
ものとする。 

第 6 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条の許可をしない
ものとする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設その他附属設備等を汚損し、破損し、又は滅失するおそれがあると
認められるとき。 

(2) 施設等を汚損し、破損し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3)～(4) 省略 (3)～(4) 省略 

第 7条～第 14 条 省略 第 7条～第 14 条 省略 

(損害賠償の義務) (損害賠償の義務) 

第 15 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により施設又は附属設備を汚損し、
破損し、又は滅失したときは直ちに届け出て、速やかにこれを原状に回復し、
又はこれに要する経費を負担しなければならない。ただし、市長が特にやむ
を得ない理由があると認めるときは、この限りでない。 

第 15 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により施設等を汚損し、破損し、
又は滅失したときは直ちに届け出て、速やかにこれを原状に回復し、又はこ
れに要する経費を負担しなければならない。ただし、市長が特にやむを得な
い理由があると認めるときは、この限りでない。 

2 省略 2 省略 

第 16 条 省略 第 16 条 省略 

 (指定管理者による管理) 
第 16 条の 2 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定する
もの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定によりセンターの管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、
指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) センターの利用の許可に関する業務 
(2) センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関する
業務 

(3) センターの施設等の維持管理に関する業務 
(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 4 条の 2 から前条まで及び別表の規定の適用については、別に定め
るものを除き、これらの規定中「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とあ
る(第 15 条を除く。)のは「指定管理者」と、「使用料」とあるのは「利用料



金」と、第 4条の 2中「市長が」とあるのは「指定管理者は」と、「この限り
でない」とあるのは「市長の承認を得てこれを変更することができる」と、
第 4 条の 3 各号列記以外の部分中「認めるときは、休所日」とあるのは「認
めるときは、市長の承認を得て、休所日」と、第 8 条中「市長は、規則」と
あるのは「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て規則」と、第 9 条中
「規則」とあるのは「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て規則」と、
第 10 条第 2項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」とする。 

 (利用料金) 
第 16 条の 3 前条第 1 項の規定によりセンターの管理を指定管理者に行わせる
場合にあっては、市長は、利用料金を当該指定管理者の収入として収受させ
ることができる。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市青野ダム記念館条例新旧対照表(付則第2項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 記念館の管理は、法人その他の団体であつて、市長が指定するもの
(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 記念館の入館の許可に関する業務  

(2) 記念館の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理に
関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(開館時間) (開館時間) 

第 3 条の 4 記念館の開館時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、
指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更す
ることができる。 

第 3条の 2 記念館の開館時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、
市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(休館日) (休館日) 

第 3 条の 5 記念館の休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、指定
管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て休館日を変更し、
又は臨時に休館日を設けることができる。 

第 3条の 3 記念館の休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、市長
は、必要があると認めるときは、休館日を変更し、又は臨時に休館日を設け
ることができる。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 



(入館の許可) (入館の許可) 

第 4 条 記念館に入館しようとする者で、次の各号のいずれかに該当するもの
は、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。また、許可され
た事項を変更しようとするときも同様とする。 

第 4 条 記念館に入館しようとする者で、次の各号のいずれかに該当するもの
は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。また、許可された事項
を変更しようとするときも同様とする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等又は資料を学術研究、刊行物への掲載及び映像記録の撮影その他
これに類する行為のため、入館しようとする者 

(2) 記念館の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)又は資料を学
術研究、刊行物への掲載及び映像記録の撮影その他これに類する行為のた
め、入館しようとする者 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、記念館の管理運営上必要が
あると認めるときは、当該許可について条件を付することができる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、記念館の管理運営上必要があると
認めるときは、当該許可について条件を付することができる。 

(入館の制限等) (入館の制限等) 

第 5 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、記念館の入館
を禁止し、若しくは制限し、又は退去を命ずることができる。 

第 5 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、記念館の入館を禁止
し、若しくは制限し、又は退去を命ずることができる。 

(1)～(5) 省略 (1)～(5) 省略 

第 6条 省略 第 6条 省略 

(入館者の義務) (入館者の義務) 

第 7 条 記念館に入館した者(以下「入館者」という。)は、指定管理者が指示
した事項を守り、常に善良な入館者としての注意を怠つてはならない。 

第 7 条 記念館に入館した者(以下「入館者」という。)は、市長が指示した事
項を守り、常に善良な入館者としての注意を怠つてはならない。 

第 8条 省略 第 8条 省略 

(物品販売等の禁止) (物品販売等の禁止) 

第 9 条 指定管理者の許可なくして、記念館内において物品の販売その他商行
為をすることはできない。 

第 9 条 市長の許可なくして、記念館内において物品の販売その他商行為をす
ることはできない。 

 (指定管理者による管理) 
第 9 条の 2 記念館の管理は、法人その他の団体であつて、市長が指定するもの
(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により記念館の管理を指定管理者に行わせる場合にあつては、指
定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 記念館の入館の許可に関する業務 
(2) 記念館の施設等の維持管理に関する業務 
(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3条の 2から第 5条まで、第 7条及び前条の規定の適用については、
これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第 3 条の 2 中「これ
を変更する」とあるのは「市長の承認を得てこれを変更する」と、第 3条の 3
各号列記以外の部分中「休館日を変更し」とあるのは「市長の承認を得て休
館日を変更し」とする。 

以下省略 以下省略 



 

三田市聖苑条例新旧対照表(付則第3項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 9条 省略 第 1条～第 9条 省略 

(指定管理者による管理) (指定管理者による管理) 

第 10 条 省略 第 10 条 省略 

2 前項の規定により聖苑の管理を指定管理者に行わせる場合にあつては、指定
管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

2 前項の規定により聖苑の管理を指定管理者に行わせる場合にあつては、指定
管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 

(1)～(4) 省略 (1)～(4) 省略 

(利用料金) (利用料金) 

第 11 条 第 4条の規定にかかわらず、市長は、聖苑の管理を指定管理者に行わ
せる場合にあつては、前条第 2 項各号に掲げる業務のほか、汚物等又は動物
の死体の焼却のための利用に係る料金(以下「利用料金」という。)を当該指
定管理者の収入として収受させることができる。 

第 11 条 前条第 1項の規定により聖苑の管理を指定管理者に行わせる場合にあ
つては、市長は、前条第 2 項各号に掲げる業務のほか、汚物等又は動物の死
体の焼却のための利用に係る料金(以下「利用料金」という。)を当該指定管
理者の収入として収受させることができる。 

2～3 省略 2～3 省略 

以下省略 以下省略 

 

三田市自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第4項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 2条 省略 第 1条～第 2条 省略 

(駐車自転車等の種類) (駐車自転車等の種類) 

第 3 条 駐車場に駐車できる自転車等(以下「自転車等」という。)は、次に掲
げるものとする。 

第 3 条 駐車場に駐車できる自転車等(以下「自転車等」という。)は、次に掲
げるものとする。 

(1)～(3) 省略 (1)～(3) 省略 

(4) その他法人その他の団体であつて、市長が指定するもの(以下「指定管
理者」という。)が市長の承認を得て認めるもの 

(4) その他市長が認めるもの 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 駐車場の管理は、指定管理者にこれを行わせることができる。  

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 駐車場の使用の許可に関する業務  

(2) 駐車場の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理に
関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  



(使用時間及び休業日) (使用時間及び休業日) 

第 3 条の 4 駐車場の使用時間及び休業日は、次表に掲げるとおりとする。ただ
し、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て使用時間
及び休業日を変更し、又は臨時に使用を休止することができる。 

第 3条の 2 駐車場の使用時間及び休業日は、次表に掲げるとおりとする。ただ
し、市長は、必要があると認めるときは、使用時間及び休業日を変更し、又
は臨時に使用を休止することができる。 

使用時間 午前 6時から午後 10 時まで 

休業日 1 月 1 日から同月 3 日まで及び 12 月 29 日から同月 31 日まで  

使用時間 午前 6時から午後 10 時まで 

休業日 1 月 1 日から同月 3 日まで及び 12 月 29 日から同月 31 日まで  
(使用の許可) (使用の許可) 

第 4 条 駐車場を使用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければな
らない。 

第 4条 駐車場を使用しようとする者は、市長の許可を受けなければならない。 

2 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないこ
とができる。 

2 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しないことがで
きる。 

(1)～(3) 省略 (1)～(3) 省略 

第 4条の 2～第 8条 省略 第 4条の 2～第 8条 省略 

(使用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 9 条 市長及び指定管理者は、使用者が次の各号のいずれかに該当するとき
は、第 4 条第 1 項又は第 4 条の 2 の規定に基づく使用許可を取り消し、若し
くは使用を停止することができる。 

第 9 条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、第 4 条第 1
項又は第 4 条の 2 の規定に基づく使用許可を取り消し、若しくは使用を停止
することができる。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

2 前項の規定による使用許可の取消し又は使用の停止により、使用者に損害が
生じることがあつても、市及び指定管理者は、これに対して補償の責めを負
わない。 

2 前項の規定による使用許可の取消し又は使用の停止により、使用者に損害が
生じることがあつても、市は、これに対して補償の責めを負わない。 

(使用の休止) (使用の休止) 

第 10 条 指定管理者は、駐車場の補修その他駐車場の管理上必要があると認め
るときは、あらかじめ市長の承認を得て駐車場の全部又は一部の使用を休止
することができる。 

第 10 条 市長は、駐車場の補修その他駐車場の管理上必要があると認めるとき
は、駐車場の全部又は一部の使用を休止することができる。 

(禁止行為) (禁止行為) 

第 11 条 駐車場を使用する者は、駐車場内において、次に掲げる行為をしては
ならない。 

第 11 条 駐車場を使用する者は、駐車場内において、次に掲げる行為をしては
ならない。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等又は他の自転車等を損傷し、又は汚損すること。 (2) 駐車場の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)又は他の自転
車等を損傷し、又は汚損すること。 

(3)～(5) 省略 (3)～(5) 省略 

(6) その他指定管理者が駐車場の管理上支障があると認める行為 (6) その他市長が駐車場の管理上支障があると認める行為 

(賠償責任等) (賠償責任等) 

第 12 条 駐車場の施設又は附属設備を損傷し、汚損し、又は滅失した者は、こ
れを原状に回復し、その損害を賠償しなければならない。 

第 12 条 施設等を損傷し、汚損し、又は滅失した者は、これを原状に回復し、
その損害を賠償しなければならない。 



2 省略 2 省略 

(市及び指定管理者の免責) (市の免責) 

第 13 条 市及び指定管理者は、駐車場内において生じた次の損害については、
賠償の責めを負わないものとする。 

第 13 条 市は、駐車場内において生じた次の損害については、賠償の責めを負
わないものとする。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

(駐車場内の放置自転車等に対する措置) (駐車場内の放置自転車等に対する措置) 

第 14 条 指定管理者は、駐車場内に長期間放置された自転車等については、三
田市自転車等の駐車秩序に関する条例(平成元年三田市条例第 19号)第 11 条、
第 13 条及び第 14 条の規定を準用して、必要な措置を講じることができる。 

第 14 条 市長は、駐車場内に長期間放置された自転車等については、三田市自
転車等の駐車秩序に関する条例(平成元年三田市条例第 19 号)第 11 条、第 13
条及び第 14 条の規定を準用して、必要な措置を講じることができる。 

 (指定管理者による管理) 
第 14 条の 2 駐車場の管理は、法人その他の団体であつて、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により駐車場の管理を指定管理者に行わせる場合にあつては、指
定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 駐車場の使用の許可に関する業務 
(2) 駐車場の施設等の維持管理に関する業務 
(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条から第 4 条まで、第 9 条から第 11 条まで、第 13 条、前条及び
別表第 2 の規定の適用については、別に定めるものを除き、これらの規定中
「市長」とあるのは「指定管理者」と、第 3 条第 4 号中「市長が」とあるの
は「指定管理者が市長の承認を得て」と、第 3 条の 2 中「使用時間及び休業
日を変更し」とあるのは「市長の承認を得て使用時間及び休業日を変更し」
と、第 9 条第 1 項各号列記以外の部分中「市長は」とあるのは「市長及び指
定管理者は」と、同条第 2 項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」
と、第 10 条中「駐車場の全部」とあるのは「あらかじめ市長の承認を得て駐
車場の全部」と、第 13 条の見出し中「市の」とあるのは「市及び指定管理者
の」と、同条各号列記以外の部分中「市は」とあるのは「市及び指定管理者
は」と、別表第 2 備考第 4 項中「市長が」とあるのは「指定管理者が市長の
承認を得て」とする。 

第 15 条 省略 第 15 条 省略 

別表第 1(第 2 条関係) 省略 別表第 1(第 2 条関係) 省略 

別表第 2(第 5 条関係) 

使用料 
定期使用の使用料 自転車等の

種類 

自転車等の駐車

場所 1 月 3 月 

一時使用の使用料 

  省略    

備考 

別表第 2(第 5 条関係) 

使用料 
定期使用の使用料 自転車等の

種類 

自転車等の駐車

場所 1 月 3 月 

一時使用の使用料 

  省略    

備考 



1～3 省略 

4 第 3 条第 4号に規定する指定管理者が市長の承認を得て認めるものの

駐車に係る使用料については、市長が別に定める。 

1～3 省略 

4 第 3 条第 4号に規定する市長が認めるものの駐車に係る使用料につい

ては、市長が別に定める。 

 

三田市都市公園条例新旧対照表(付則第5項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 30 条 省略 第 1条～第 30 条 省略 

(指定管理者が行う業務) (指定管理者が行う業務) 

第 30 条の 2 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 第 30 条の 2 前条の規定により有料公園の管理を指定管理者に行わせる場合に
あっては、指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 

(1)～(4) 省略 (1)～(4) 省略 

(利用料金等) (利用料金等) 

第 30 条の 3 有料施設を利用しようとする者は、指定管理者に利用料金を前納
しなければならない。ただし、指定管理者が後納を認める場合は、この限り
でない。 

第30条の3 第 30条の規定により有料公園の管理を指定管理者に行わせる場合
にあっては、市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として
収受させることができる。 

2 省略 2 省略 

3 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受させる。 3 有料施設を利用しようとする者は、指定管理者に利用料金を前納しなければ
ならない。ただし、指定管理者が後納を認める場合は、この限りでない。 

以下省略 以下省略 

 

三田市野外活動センターの設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第6項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 4 条 野外活動センターの管理は、法人その他の団体であつて、市長が指定
するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 4 条の 2 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 野外活動センターの利用の許可に関する業務  

(2) 野外活動センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収
に関する業務 

 

(3) 野外活動センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の
維持管理に関する業務 

 

(4) 第 3 条に規定する事業の実施に関する業務  

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  



(休業日及び利用時間) (休業日及び使用時間) 

第 4 条の 3 野外活動センターの休業日及び利用時間は、次の表に掲げるとおり
とする。ただし、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を
得て臨時に休業し、又は休業日若しくは利用時間を変更することができる。 

第 4 条 野外活動センターの休業日及び使用時間は、次の表に掲げるとおりと
する。ただし、市長は、必要があると認めるときは、臨時に休業し、又は休
業日若しくは使用時間を変更することができる。 

施設名 休業日 利用時間 

メインホール 省略 

キャビン、バ

ンガロー、テ

ントサイト等

野外施設 

1 12 月 1 日から翌年の 3 月 31 日

まで 

2 4 月 1日から同月 30 日まで及び

11 月 1日から同月 30 日までの毎

週月曜日。ただし、月曜日が祝日

に当たるときは、その翌日以後の

最初の祝日でない日とする。 

宿泊を要しない者 午前 9 時から

午後 5時まで。ただし、指定管理

者が必要があると認めたときは、

市長の承認を得て午後 9 時まで

延長することができる。 

宿泊を要する者 午後 1 時から翌

日の午前 10 時まで。ただし、指

定管理者が必要があると認めた

ときは、市長の承認を得て翌日の

午後 5 時まで延長することがで

きる。 

天体観測所 省略  

施設名 休業日 使用時間 

メインホール 省略 

キャビン、バ

ンガロー、テ

ントサイト等

野外施設 

1 12 月 1 日から翌年の 3 月 31 日

まで 

2 4 月 1 日から同月 30 日まで及び

11 月 1日から同月 30 日までの毎

週月曜日。ただし、月曜日が祝日

に当たるときは、その翌日以後の

最初の祝日でない日とする。 

宿泊を要しない者 午前 9 時から

午後 5時まで。ただし、市長が必

要があると認めたときは、午後 9

時まで延長することができる。 

 

宿泊を要する者 午後 1 時から翌

日の午前 10 時まで。ただし、市

長が必要があると認めたときは、

翌日の午後 5 時まで延長するこ

とができる。 

 

天体観測所 省略  
(利用することができる者の資格) (使用することができる者の資格) 

第4条の4 野外活動センターを利用することができる者は、次のとおりとする。 第4条の2 野外活動センターを使用することができる者は、次のとおりとする。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

(3) その他指定管理者が市長の承認を得て適当と認めた者 (3) その他市長が適当と認めた者 

(利用の許可) (使用の許可) 

第 5 条 野外活動センターを利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の
許可を受けなければならない。また、許可された事項を変更する場合も同様
とする。 

第 5 条 野外活動センターを使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を
受けなければならない。また、許可された事項を変更する場合も同様とする。 

2 指定管理者は、前項の許可に野外活動センターの管理運営上必要な条件を付
し、及びこれを変更することができる。 

2 市長は、前項の許可に野外活動センターの管理運営上必要な条件を付し、及
びこれを変更することができる。 

(許可の制限) (許可の制限) 

第 6 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条
の許可をしないものとする。 

第 6 条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条の許可
をしないものとする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 野外活動センターの施設等を汚損し、損傷し又は滅失するおそれがある
と認められるとき。 

(2) 野外活動センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を
汚損し、損傷し又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3) 省略 (3) 省略 

(4) 営利を目的として利用するものと認められるとき。 (4) 営利を目的として使用するものと認められるとき。 

(5) 省略 (5) 省略 

2 野外活動センターの利用は、自然学校を除いて引き続き 4日を超えることは 2 野外活動センターの使用は、自然学校を除いて引き続き 4日を超えることは



できない。 できない。 

(利用料金) (使用料) 

第 7 条 第 5 条の規定により利用の許可を受けた者(以下「利用者」という。)
は、別表に定める利用料金を前納しなければならない。ただし、指定管理者が
特別の理由があると認めたときは、この限りでない。 

第 7 条 第 5 条の規定により使用の許可を受けた者(以下「使用者」という。)
は、別表に定める使用料を前納しなければならない。ただし、市長が特別の
理由があると認めたときは、この限りでない。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

 

(利用料金の収入)  

第 7 条の 2 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受
させる。 

 

(利用料金の還付) (使用料の還付) 

第 8 条 既納の利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、規則で定め
る特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することがで
きる。 

第 8 条 既納の使用料は、返還しない。ただし、市長は、規則で定める特別の
理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

(利用料金の減免) (使用料の減免) 

第 9 条 指定管理者は、規則で定める特別の理由があると認めるときは、利用
料金の全部又は一部を減額し、又は免除することができる。 

第 9 条 市長は、規則で定める特別の理由があると認めるときは、使用料の全
部又は一部を減額し、又は免除することができる。 

(利用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 10 条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その
利用を停止し、又は利用の許可を取り消すことができる。 

第 10 条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その使用を
停止し、又は使用の許可を取り消すことができる。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 利用許可条件及び利用目的に違反したとき。 (2) 使用許可条件及び使用目的に違反したとき。 

(3) 省略 (3) 省略 

2 前項の場合において、利用者に生じた損害については、市及び指定管理者は
その賠償の責めを負わない。 

2 前項の場合において、使用者に生じた損害については、市はその賠償の責め
を負わない。 

(利用者の義務) (使用者の義務) 

第 11 条 利用者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な利用者とし
ての注意をもって利用しなければならない。 

第 11 条 使用者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な使用者としての注
意をもって使用しなければならない。 

(立入り等) (立入り等) 

第 11 条の 2 指定管理者は、野外活動センターの管理上必要があると認めると
きは、利用を許可した施設等に立ち入り、利用者に質問し、又は必要な指示
をすることができる。 

第 11 条の 2 市長は、野外活動センターの管理上必要があると認めるときは、使
用を許可した施設等に立ち入り、使用者に質問し、又は必要な指示をするこ
とができる。 

(特別の設備の設置等) (特別の設備の設置等) 

第 11 条の 3 利用者が、特別の設備を設置し、又は備付け以外の器具等を利用
しようとするときは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。

第 11 条の 3 使用者が、特別の設備を設置し、又は備付け以外の器具等を使用
しようとするときは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 



(原状回復の義務) (原状回復の義務) 

第 12 条 利用者が野外活動センターの利用が終わったとき又は第 10 条第 1 項
の規定により利用を停止され、若しくは利用の許可を取り消されたときは、
直ちに設備を原状に回復しなければならない。 

第 12 条 使用者が野外活動センターの使用が終わったとき又は第 10 条第 1 項
の規定により使用を停止され、若しくは使用の許可を取り消されたときは、
直ちに設備を原状に回復しなければならない。 

(損害賠償義務) (損害賠償義務) 

第 13 条 利用者は、その責めに帰すべき理由により施設等を損傷し、又は滅失
したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負担しなければ
ならない。ただし、市長が特にやむを得ない事情があると認めるときは、こ
の限りでない。 

第 13 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により施設等を損傷し、又は滅失
したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負担しなければ
ならない。ただし、市長が特にやむを得ない事情があると認めるときは、こ
の限りでない。 

2 利用者が前項の規定による義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、
これに要した費用を利用者から徴収する。 

2 使用者が前項の規定による義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、
これに要した費用を使用者から徴収する。 

(利用権の譲渡等の禁止) (使用権の譲渡等の禁止) 

第 14 条 利用者は、施設等の利用の権利を譲渡し、又は転貸してはならない。 第 14 条 使用者は、施設等の使用の権利を譲渡し、又は転貸してはならない。 

 (指定管理者による管理) 
第 14 条の 2 野外活動センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が
指定するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により野外活動センターの管理を指定管理者に行わせる場合に
あっては、指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 野外活動センターの利用の許可に関する業務 
(2) 野外活動センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収
に関する業務 

(3) 野外活動センターの施設等の維持管理に関する業務 
(4) 第 3 条に規定する事業の実施に関する業務 
(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 4 条から前条まで及び別表の規定の適用については、これらの規定
中「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とある(第 13 条を除く。)のは「指
定管理者」と、「使用料」とあるのは「利用料金」と、第 4条中「臨時に」と
あるのは「市長の承認を得て臨時に」と、「午後 9時まで延長」とあるのは「市
長の承認を得て午後 9時まで延長」と、「翌日の午後 5時まで延長」とあるの
は「市長の承認を得て翌日の午後 5時まで延長」と、第 4条の 2第 3号中「適
当と」とあるのは「市長の承認を得て適当と」と、第 8 条及び第 9 条中「市
長は、規則」とあるのは「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て規則」
と、「第 10 条第 2 項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」と、別表
備考第 2 項中「別に」とあるのは「あらかじめ市長の承認を得て別に」とす
る。 
(利用料金) 

第 14 条の 3 前条第 1 項の規定により野外活動センターの管理を指定管理者に



行わせる場合にあっては、市長は、利用料金を当該指定管理者の収入として
収受させることができる。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

第 15 条 省略 第 15 条 省略 

別表(第 7条関係) 別表(第 7条関係) 

施設の名称 利用時間帯等 単位 利用料金 

 省略    

施設の名称 使用時間帯等 単位 使用料 

 省略    
備考 

1 本市の市民以外の者が利用する場合は、この表に定める利用料金の倍額

とする。 

2 上記表のほか、寝具、まき、ガス、燃料等を利用する場合は、指定管理

者があらかじめ市長の承認を得て別に定める額を実費徴収する。 

3 メインホールの研修室の冷暖房を利用する場合は、表に定める額に 1時

間当たり 100 円を加算した額とする。 

4 キャビン、バンガロー及びテントサイト等(以下この項において「キャビ

ン等」という。)を利用する場合(宿泊を要しない場合に限る。)において、

利用時間を延長して利用する場合における当該延長時間に係る利用料金

は、キャビン等の 1泊に相当する利用料金とする。 

5 テントサイト等を利用する場合(宿泊を要する場合に限る。)において、利

用時間を延長して利用する場合における当該延長時間に係る利用料金は、

1日に相当する利用料金とする。 

備考 

1 本市の市民以外の者が使用する場合は、この表に定める使用料の倍額と

する。 

2 上記表のほか、寝具、まき、ガス、燃料等を使用する場合は、市長が別

に定める額を実費徴収する。 

3 メインホールの研修室の冷暖房を使用する場合は、表に定める額に 1時

間当たり 100 円を加算した額とする。 

4 キャビン、バンガロー及びテントサイト等(以下この項において「キャビ

ン等」という。)を使用する場合(宿泊を要しない場合に限る。)において、

使用時間を延長して使用する場合における当該延長時間に係る使用料は、

キャビン等の 1泊に相当する使用料とする。 

5 テントサイト等を使用する場合(宿泊を要する場合に限る。)において、使

用時間を延長して使用する場合における当該延長時間に係る使用料は、1

日に相当する使用料とする。 

 

三田市心道会館の設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第7項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 会館の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するもの(以
下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 会館の利用の許可に関する業務  

(2) 会館の利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関する業務  

(3) 会館の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理に関
する業務 

 



(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(利用時間) (使用時間) 

第 3 条の 4 会館の利用時間は、午前 9時から午後 9時までとする。ただし、指
定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更する
ことができる。 

第 3条の 2 会館の使用時間は、午前 9時から午後 9時までとする。ただし、市
長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(休館日) (休館日) 

第 3 条の 5 会館の休館日は、次の各号に掲げる日とする。ただし、指定管理者
は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て休館日を変更し、又は臨
時に休館日を設けることができる。 

第 3条の 3 会館の休館日は、次の各号に掲げる日とする。ただし、市長は、必
要があると認めるときは、休館日を変更し、又は臨時に休館日を設けること
ができる。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

(利用の許可) (使用の許可) 

第 4 条 会館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者に申請し、その
許可を受けなければならない。また、許可された事項を変更する場合も同様
とする。 

第 4 条 会館を使用しようとする者は、あらかじめ市長に申請し、その許可を
受けなければならない。また、許可された事項を変更する場合も同様とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、会館の管理運営上必要があ
ると認めるときは、当該許可に係る利用について条件を付することができる。

2 市長は、前項の許可をする場合において、会館の管理運営上必要があると認
めるときは、当該許可に係る使用について条件を付することができる。 

(利用の制限) (使用の制限) 

第 5 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条
の許可をしないものとする。 

第 5 条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条の許可
をしないものとする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると認めるとき。 (2) 会館の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を汚損し、損傷
し、又は滅失するおそれがあると認めるとき。 

(3)～(4) 省略 (3)～(4) 省略 

(利用料金) (使用料) 

第 6 条 第 4 条の規定により利用の許可を受けた者(以下「利用者」という。)
は、別表に定める利用料金を前納しなければならない。ただし、指定管理者が
特別の理由があると認めるときは、この限りでない。 

第 6 条 第 4 条の規定により使用の許可を受けた者(以下「使用者」という。)
は、別表に定める使用料を前納しなければならない。ただし、市長が特別の
理由があると認めるときは、この限りでない。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

 

(利用料金の収入)  

第 6 条の 2 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受
させる。 

 

(利用料金の減免) (使用料の減免) 

第 7 条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て別に定める特別の理由が
あると認めるときは、利用料金の全部又は一部を減額し、又は免除すること
ができる。 

第 7 条 市長は、別に定める特別の理由があると認めるときは、使用料の全部
又は一部を減額し、又は免除することができる。 



(利用料金の不還付) (使用料の不還付) 

第 8 条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ
市長の承認を得て規則で定める特別の理由があると認めるときは、その全部
又は一部を還付することができる。 

第 8 条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長は、規則で定める特別の
理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

(利用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 9 条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その利
用を停止し、又は利用の許可を取り消すことができる。 

第 9条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その使用を停
止し、又は使用の許可を取り消すことができる。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 詐欺その他不正の行為によって利用の許可を受けたとき。 (2) 詐欺その他不正の行為によって使用の許可を受けたとき。 

(3) 利用許可条件に違反したとき。 (3) 使用許可条件に違反したとき。 

(4) 省略 (4) 省略 

2 前項の場合において、利用者に生じた損害については、市及び指定管理者は
その賠償の責めを負わない。 

2 前項の場合において、使用者に生じた損害については、市はその賠償の責め
を負わない。 

(利用権の譲渡等の禁止) (使用権の譲渡等の禁止) 

第 10 条 利用者は、利用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は利用の目的を
許可なく変更することはできない。 

第 10 条 使用者は、使用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は使用の目的を
許可なく変更することはできない。 

(利用者の義務) (使用者の義務) 

第 11 条 利用者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な利用者とし
ての注意を怠ってはならない。 

第 11 条 使用者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な使用者としての注
意を怠ってはならない。 

2 利用者は、会館の利用を終えたとき又は第 9条第 1項の規定により利用を停
止され、若しくは利用の許可を取り消されたときは、直ちに設備を原状に回
復しなければならない。 

2 使用者は、会館の使用を終えたとき又は第 9条第 1項の規定により使用を停
止され、若しくは使用の許可を取り消されたときは、直ちに設備を原状に回
復しなければならない。 

(損害賠償義務) (損害賠償義務) 

第 12 条 利用者は、その責めに帰すべき理由により施設等を汚損し、損傷し、
若しくは滅失したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負
担しなければならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認め
るときは、この限りでない。 

第 12 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により施設等を汚損し、損傷し、
若しくは滅失したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負
担しなければならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認め
るときは、この限りでない。 

2 利用者が前項の義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、これに要し
た費用を利用者から徴収する。 

2 使用者が前項の義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、これに要し
た費用を使用者から徴収する。 

(物品販売等の禁止) (物品販売等の禁止) 

第 13 条 指定管理者の許可なくして、会館内において物品の販売その他商行為
をすることはできない。 

第 13 条 市長の許可なくして、会館内において物品の販売その他商行為をする
ことはできない。 

 (指定管理者による管理) 
第13条の2 会館の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するもの(以
下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により会館の管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、指定



管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 会館の利用の許可に関する業務 
(2) 会館の利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関する業務 
(3) 会館の施設等の維持管理に関する業務 
(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2 から前条まで及び別表の規定の適用については、これらの
規定中「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とある(第 12 条を除く。)の
は「指定管理者」と、「使用料」とあるのは「利用料金」と、第 3条の 2中「こ
れを変更する」とあるのは「市長の承認を得てこれを変更する」と、第 3 条
の 3 各号列記以外の部分中「休館日を変更し」とあるのは「市長の承認を得
て休館日を変更し」と、第 7 条中「別に」とあるのは「あらかじめ市長の承
認を得て別に」と、第 8 条中「市長は、規則」とあるのは「指定管理者は、
あらかじめ市長の承認を得て規則」と、第 9 条第 2 項中「市は」とあるのは
「市及び指定管理者は」とする。 
(利用料金) 

第 13 条の 3 前条第 1 項の規定により会館の管理を指定管理者に行わせる場合
にあっては、市長は、利用料金を当該指定管理者の収入として収受させるこ
とができる。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

第 14 条 省略 第 14 条 省略 

別表(第 6条関係) 別表(第 6条関係) 

室名 利用料金 備考 

省略 

備考 

1 利用者が本市以外の住民又は団体の場合は、利用料金の 2 倍の額とする。 

2 暖房設備を利用する場合は、利用料金の 2 割増しとする。 

3 最低利用時間の単位は 1時間とする。その後の超過時間に端数が生じたときは、これを 1

時間とする。 

4 利用料金の算定において 10 円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。  

室名 使用料 備考 

省略 

備考 

1 使用者が本市以外の住民又は団体の場合は、使用料の 2 倍の額とする。 

2 暖房設備を使用する場合は、使用料の 2 割増しとする。 

3 最低使用時間の単位は 1時間とする。その後の超過時間に端数が生じたときは、これを 1

時間とする。 

4 使用料の算定において 10 円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。  
 

三田市歴史資料収蔵センターの設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第8項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  



第 3条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) センターの利用に関する業務  

(2) センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理
に関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(開館時間) (開館時間) 

第 3 条の 4 センターの開館時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、
指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更す
ることができる。 

第 3条の 2 センターの開館時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、
市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(休館日) (休館日) 

第 3 条の 5 センターの休館日は、12 月 28 日から翌年 1月 4日までとする。た
だし、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て休館日
を変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。 

第 3条の 3 センターの休館日は、12 月 28 日から翌年 1月 4日までとする。た
だし、市長は、必要があると認めるときは、休館日を変更し、又は臨時に休
館日を設けることができる。 

(入館の制限等) (入館の制限等) 

第 3 条の 6 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、センターの
入館を禁止し、又は退去を命ずることができる。 

第 3条の 4 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、センターの入館を
禁止し、又は退去を命ずることができる。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等又は資料を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると認めら
れるとき。 

(2) センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)又は資料を
汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3)～(4) 省略 (3)～(4) 省略 

第 4条 省略 第 4条 省略 

 (指定管理者による管理) 
第 4 条の 2 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定によりセンターの管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、
指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) センターの利用に関する業務 
(2) センターの施設等の維持管理に関する業務 
(3) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2 から第 3 条の 4 までの規定の適用については、これらの規
定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第 3条の 2中「これを変更する」
とあるのは「市長の承認を得てこれを変更する」と、第 3 条の 3 中「休館日
を変更し」とあるのは「市長の承認を得て休館日を変更し」とする。 

以下省略 以下省略 

 



三田市総合福祉保健センター条例新旧対照表(付則第9項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) センターの使用の許可に関する業務  

(2) センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理
に関する業務 

 

(3) 第 3 条第 1項第 3号から第 5号までに掲げる施設の運営に関する業務  

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(使用時間) (使用時間) 

第 3 条の 4 センターの施設を使用できる時間は、午前 9時から午後 9時までと
する。ただし、センターの施設のうち、保健センター、地域包括支援センター、
高齢者デイサービスセンター、障害者生活支援センター、身体障害者デイサー
ビスセンター及び障害者就業支援センターにあっては、午前 9 時から午後 5
時 15 分までとする。 

第 3条の 2 センターの施設を使用できる時間は、午前 9時から午後 9時までと
する。ただし、センターの施設のうち、保健センター、地域包括支援センター、
高齢者デイサービスセンター、障害者生活支援センター、身体障害者デイサー
ビスセンター及び障害者就業支援センターにあっては、午前 9 時から午後 5
時 15 分までとする。 

2 指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て前項に規定す
る使用時間を変更することができる。 

2 市長は、必要があると認めるときは、前項に規定する使用時間を変更するこ
とができる。 

(休所日) (休所日) 

第 3 条の 5 センターの休所日は、次の表に掲げるとおりとする。 第 3条の 3 センターの休所日は、次の表に掲げるとおりとする。 

施設 休所日 

省略  

施設 休所日 

省略  
2 指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て前項に規定す

る休所日を変更し、又は臨時に休所日を設けることができる。 
2 市長は、必要があると認めるときは、前項に規定する休所日を変更し、又は

臨時に休所日を設けることができる。 

(使用の許可) (使用の許可) 

第 4 条 センターの施設を使用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許
可を受けなければならない。また、許可された事項を変更しようとするとき
も同様とする。 

第 4 条 センターの施設を使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受
けなければならない。また、許可された事項を変更しようとするときも同様
とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、センターの管理運営上必要
があるときは、当該許可に係る使用について条件を付することができる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、センターの管理運営上必要がある
ときは、当該許可に係る使用について条件を付することができる。 

(使用の制限) (使用の制限) 

第 5 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、センターの使 第 5 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、センターの使用を許



用を許可しないものとする。 可しないものとする。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

(3) 施設等を汚損し、破損し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 (3) センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を汚損し、
破損し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(4)～(5) 省略 (4)～(5) 省略 

第 6条～第 8条 省略 第 6条～第 8条 省略 

(許可の取消し等) (許可の取消し等) 

第 9 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、当該許可に係
る使用条件を変更し、若しくは使用を停止し、又は当該許可を取り消すこと
ができる。 

第 9 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、当該許可に係る使用
条件を変更し、若しくは使用を停止し、又は当該許可を取り消すことができ
る。 

(1)～(4) 省略 (1)～(4) 省略 

2 市及び指定管理者は、使用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、
同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の
責めを負わない。 

2 市は、使用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、同項の処分を
受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の責めを負わな
い。 

第 10 条 省略 第 10 条 省略 

(使用者の義務) (使用者の義務) 

第 11 条 使用者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な使用者とし
ての注意を怠ってはならない。 

第 11 条 使用者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な使用者としての注
意を怠ってはならない。 

2 省略 2 省略 

第 12 条 省略 第 12 条 省略 

(入所の禁止等) (入所の禁止等) 

第 13 条 指定管理者は、センター内の秩序を乱し、若しくは乱すおそれがある
者の入所を禁止し、又はその者に対し、退所を命じることができる。 

第 13 条 市長は、センター内の秩序を乱し、若しくは乱すおそれがある者の入
所を禁止し、又はその者に対し、退所を命じることができる。 

(物品販売等の禁止) (物品販売等の禁止) 

第 14 条 指定管理者の許可なくして、センター内において物品の販売その他商
行為をすることはできない。 

第 14 条 市長の許可なくして、センター内において物品の販売その他商行為を
することはできない。 

 (指定管理者による管理) 
第 14 条の 2 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定する
もの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定によりセンターの管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、
指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) センターの使用の許可に関する業務 
(2) センターの施設等の維持管理に関する業務 
(3) 第 3 条第 1項第 3号から第 5号までに掲げる施設の運営に関する業務 
(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に



おける第 3 条の 2 から第 5 条まで、第 9 条、第 11 条、第 13 条及び前条の規

定の適用については、これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、

第 3 条の 2 第 2 項及び第 3 条の 3 第 2 項中「前項」とあるのは「市長の承認

を得て前項」と、第 9条第 2項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」

とする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市障害児療育センター条例新旧対照表(付則第10項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 4条 省略 第 1条～第 4条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 5条 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するもの(以
下「指定管理者」という。)にこれを行わせる。 

第 5条及び第 6条 削除 

(指定管理者が行う業務)  

第 6 条 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) センターの利用の許可に関する業務  

(2) センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理
に関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(開所時間) (開所時間) 

第 7条 センターの開所時間は、午前 9時から午後 5時 15 分までとする。ただ
し、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変
更することができる。 

第 7条 センターの開所時間は、午前 9時から午後 5時 15 分までとする。ただ
し、市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(休所日) (休所日) 

第 8 条 センターの休所日は、次の各号に定めるとおりとする。ただし、指定
管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て休所日を変更し、
又は臨時に休所日を設けることができる。 

第 8条 センターの休所日は、次の各号に定めるとおりとする。ただし、市長は、
必要があると認めるときは、休所日を変更し、又は臨時に休所日を設けるこ
とができる。 

(1)～(3) 省略 (1)～(3) 省略 

(損害賠償等) (損害賠償等) 

第 9 条 センターを利用する者(以下「利用者」という。)は、施設等を汚損し、
破損し、又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償し
なければならない。 

第 9 条 センターを利用する者(以下「利用者」という。)は、センターの施設
その他の附属設備(以下「施設等」という。)を汚損し、破損し、又は滅失し
たときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しなければならない。 

2 省略 2 省略 

 (指定管理者による管理) 
第 9 条の 2 センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも



の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 
2 前項の規定によりセンターの管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、
指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) センターの利用の許可に関する業務 
(2) センターの施設等の維持管理に関する業務 
(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 7 条及び第 8 条の規定の適用については、第 7 条中「市長」とある
のは「指定管理者」と、「これを変更する」とあるのは「市長の承認を得てこ
れを変更する」と、第 8 条各号列記以外の部分中「市長」とあるのは「指定
管理者」と、「休所日を変更し」とあるのは「市長の承認を得て休所日を変更
し」とする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市新三田駅前駐車場の設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第11項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 駐車場の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するもの
(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 駐車場の利用の許可に関する業務  

(2) 駐車場の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理に
関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(利用時間) (利用時間) 

第 3 条の 4 駐車場の利用時間は、午前 6時から午後 12 時までとする。ただし、
指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更す
ることができる。 

第 3条の 2 駐車場の利用時間は、午前 6時から午後 12 時までとする。ただし、
市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(利用の許可) (利用の許可) 

第 4 条 駐車場を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければな
らない。 

第 4条 駐車場を利用しようとする者は、市長の許可を受けなければならない。 

2 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、駐車場の利用を許可
しないことができる。 

2 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、駐車場の利用を許可しない
ことができる。 

(1) 省略 (1) 省略 



(2) 施設等を損傷し、又は汚損するおそれのあるとき。 (2) 駐車場の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を損傷し、又
は汚損するおそれのあるとき。 

(3) 省略 (3) 省略 

第 4条の 2 省略 第 4条の 2 省略 

(利用許可の取消し等) (利用許可の取消し等) 

第 5条 市長及び指定管理者は、前 2条の規定により利用の許可を受けた者(以
下「利用者」という。)が次の各号のいずれかに該当するときは、当該利用の
許可を取り消し、又は利用を停止させることができる。 

第 5条 市長は、前 2条の規定により利用の許可を受けた者(以下「利用者」と
いう。)が次の各号のいずれかに該当するときは、当該利用の許可を取り消し、
又は利用を停止させることができる。 

(1)～(3) 省略 (1)～(3) 省略 

2 前項の規定による利用許可の取消し又は利用の停止により、当該利用者に損
害が生じることがあっても、市及び指定管理者は、これに対して補償の責め
を負わない。 

2 前項の規定による利用許可の取消し又は利用の停止により、当該利用者に損
害が生じることがあっても、市は、これに対して補償の責めを負わない。 

第 6条～第 9条 省略 第 6条～第 9条 省略 

(利用の制限) (利用の制限) 

第 10 条 指定管理者は、駐車場の補修その他駐車場の管理運営上必要があると
認めるときは、あらかじめ市長の承認を得て駐車場の全部又は一部の利用を
制限することができる。 

第 10 条 市長は、駐車場の補修その他駐車場の管理運営上必要があると認める
ときは、駐車場の全部又は一部の利用を制限することができる。 

2 省略 2 省略 

(遵守事項) (遵守事項) 

第 11 条 利用者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 第 11 条 利用者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 市長及び指定管理者の指示に留意し、善良な利用者としての注意をもっ
て利用すること。 

(1) 市長の指示に留意し、善良な利用者としての注意をもって利用するこ
と。 

(2)～(4) 省略 (2)～(4) 省略 

(損害賠償等) (損害賠償等) 

第 12 条 省略 第 12 条 省略 

2 省略 2 省略 

3 市及び指定管理者は、駐車場内の自動車について、盗難、自動車相互間の事
故又は天災その他の災害により駐車場の利用者が受けた損害については、そ
の賠償の責めを負わない。 

3 市は、駐車場内の自動車について、盗難、自動車相互間の事故又は天災その
他の災害により駐車場の利用者が受けた損害については、その賠償の責めを
負わない。 

 (指定管理者による管理) 
第 12 条の 2 駐車場の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により駐車場の管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、指
定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 駐車場の利用の許可に関する業務 
(2) 駐車場の施設等の維持管理に関する業務 



(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 
3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2、第 4 条、第 5 条及び第 10 条から前条までの規定の適用に
ついては、別に定めるものを除き、これらの規定中「市長」とあるのは「指
定管理者」と、第 3 条の 2 中「これを変更する」とあるのは「市長の承認を
得てこれを変更する」と、第 5 条第 1 項各号列記以外の部分中「市長は」と
あるのは「市長及び指定管理者は」と、同条第 2項中「市は」とあるのは「市
及び指定管理者は」と、第 10 条第 1項中「駐車場の全部」とあるのは「あら
かじめ市長の承認を得て駐車場の全部」と、第 11 条第 1号中「市長の」とあ
るのは「市長及び指定管理者の」と、前条第 3 項中「市は」とあるのは「市
及び指定管理者は」とする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市淡路風車
か ぜ

の丘条例新旧対照表(付則第12項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 風車
か ぜ

の丘の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 風車
か ぜ

の丘の利用の許可に関する業務  

(2) 風車
か ぜ

の丘の利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関する
業務 

 

(3) 風車
か ぜ

の丘の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理
に関する業務 

 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(利用時間) (使用時間) 

第 3 条の 4 風車
か ぜ

の丘の施設を利用できる時間は、午前 9時から午後 5時までと
する。ただし、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得
てこれを変更することができる。 

第 3条の 2 風車
か ぜ

の丘の施設を使用できる時間は、午前 9時から午後 5時までと
する。ただし、市長は、必要があると認めるときは、これを変更することが
できる。 

(休所日) (休所日) 

第 3 条の 5 風車
か ぜ

の丘の休所日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、指
定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て休所日を変更し、
又は臨時に休所日を設けることができる。 

第 3条の 3 風車
か ぜ

の丘の休所日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、市
長は、必要があると認めるときは、休所日を変更し、又は臨時に休所日を設
けることができる。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 



(利用の許可) (使用の許可) 

第 4 条 風車
か ぜ

の丘の施設を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許
可を受けなければならない。また、許可された事項を変更しようとするとき
も同様とする。 

第 4 条 風車
か ぜ

の丘の施設を使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受
けなければならない。また、許可された事項を変更しようとするときも同様
とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、風車
か ぜ

の丘の管理運営上必要
があると認めるときは、当該許可に係る利用について条件を付することがで
きる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、風車
か ぜ

の丘の管理運営上必要がある
と認めるときは、当該許可に係る使用について条件を付することができる。 

(利用の制限) (使用の制限) 

第 5 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、風車
か ぜ

の丘の利
用を許可しないものとする。 

第 5 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、風車
か ぜ

の丘の使用を許
可しないものとする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等を汚損し、破損し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 (2) 風車
か ぜ

の丘の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を汚損し、
破損し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3)～(4) 省略 (3)～(4) 省略 

(利用料金) (使用料) 

第 6 条 第 4 条の規定により利用の許可を受けた者(以下「利用者」という。)
は、別表に規定する利用料金を前納しなければならない。ただし、指定管理
者が特別の理由があると認める場合は、この限りでない。 

第 6 条 第 4 条の規定により使用の許可を受けた者(以下「使用者」という。)
は、別表に規定する使用料を前納しなければならない。ただし、市長が特別
の理由があると認める場合は、この限りでない。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

 

(利用料金の収入)  

第 6 条の 2 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受
させる。 

 

(利用料金の減免) (使用料の減免) 

第 7 条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て公益上必要と認めるとき
は、規則で定めるところにより、利用料金を減額し、又は免除することがで
きる。 

第 7 条 市長は、公益上必要と認めるときは、規則で定めるところにより、使
用料を減額し、又は免除することができる。 

(利用料金の還付) (使用料の還付) 

第 8 条 既納の利用料金は還付しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市
長の承認を得て規則で定める特別の理由があると認めるときは、その全部又
は一部を還付することができる。 

第 8 条 既納の使用料は還付しない。ただし、市長は、規則で定める特別の理
由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

(利用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 9 条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、当該
許可に係るその利用条件を変更し、若しくは利用を停止し、又は当該許可を
取り消すことができる。 

第 9 条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、当該許可に
係るその使用条件を変更し、若しくは使用を停止し、又は当該許可を取り消
すことができる。 

(1) 省略 (1) 省略 



(2) 詐欺その他不正の行為によって利用の許可を受けたとき。 (2) 詐欺その他不正の行為によって使用の許可を受けたとき。 

(3) 利用の許可条件に違反したとき。 (3) 使用の許可条件に違反したとき。 

(4) 省略 (4) 省略 

2 市及び指定管理者は、利用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、
同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の
責めを負わない。 

2 市は、使用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、同項の処分を
受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の責めを負わな
い。 

(禁止行為) (禁止行為) 

第 10 条 何人も風車
か ぜ

の丘内において、次に掲げる行為をしてはならない。 第 10 条 何人も風車
か ぜ

の丘内において、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1)～(5) 省略 (1)～(5) 省略 

(6) 立入禁止区域に指定管理者の許可なく立ち入ること。 (6) 立入禁止区域に市長の許可なく立ち入ること。 

(7) 省略 (7) 省略 

(立入り等) (立入り等) 

第 11 条 指定管理者は、風車
か ぜ

の丘の管理上必要があると認めるときは、利用を
許可した施設等に立ち入り、利用者に質問し、又は必要な指示をすることが
できる。 

第 11 条 市長は、風車
か ぜ

の丘の管理上必要があると認めるときは、使用を許可し
た施設等に立ち入り、使用者に質問し、又は必要な指示をすることができる。 

(特別の設備の設置等) (特別の設備の設置等) 

第 12 条 利用者が、特別の設備を設置し、又は備付け以外の器具等を利用しよ
うとするときは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。 

第 12 条 使用者が、特別の設備を設置し、又は備付け以外の器具等を使用しよ
うとするときは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

(利用権の譲渡等の禁止) (使用権の譲渡等の禁止) 

第 13 条 利用者は利用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は利用の目的を許
可なく変更することはできない。 

第 13 条 使用者は使用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は使用の目的を許
可なく変更することはできない。 

(利用者の義務) (使用者の義務) 

第 14 条 利用者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な利用者とし
ての注意を怠ってはならない。 

第 14 条 使用者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な使用者としての注
意を怠ってはならない。 

2 利用者は、施設の利用を終えたとき又は第 9条第 1項の規定により利用を停
止され、若しくは利用の許可を取り消されたときは、速やかにその設備を原
状に復さなければならない。 

2 使用者は、施設の使用を終えたとき又は第 9条第 1項の規定により使用を停
止され、若しくは使用の許可を取り消されたときは、速やかにその設備を原
状に復さなければならない。 

(損害賠償義務) (損害賠償義務) 

第 15 条 利用者は、その責めに帰すべき理由により、施設等を汚損し、破損し、
又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しなければ
ならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認めるときは、こ
の限りでない。 

第 15 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により、施設等を汚損し、破損し、
又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しなければ
ならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認めるときは、こ
の限りでない。 

2 利用者が前項の規定による義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、
これに要した費用を利用者から徴収する。 

2 使用者が前項の規定による義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、
これに要した費用を使用者から徴収する。 

(物品販売等の禁止) (物品販売等の禁止) 



第 16 条 指定管理者の許可なくして、風車
か ぜ

の丘内において物品の販売その他商
行為をすることはできない。 

第 16 条 市長の許可なくして、風車
か ぜ

の丘内において物品の販売その他商行為を
することはできない。 

 (指定管理者による管理) 
第 16 条の 2 風車

か ぜ

の丘の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定する
もの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により風車
か ぜ

の丘の管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、
指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 風車

か ぜ

の丘の利用の許可に関する業務 
(2) 風車

か ぜ

の丘の利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関する
業務 

(3) 風車
か ぜ

の丘の施設等の維持管理に関する業務 
(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2 から前条まで及び別表の規定の適用については、これらの
規定中「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とある(第 15 条を除く。)の
は「指定管理者」と、「使用料」とあるのは「利用料金」と、第 3条の 2中「こ
れを変更する」とあるのは「市長の承認を得てこれを変更する」と、第 3 条
の 3 各号列記以外の部分中「休所日を変更し」とあるのは「市長の承認を得
て休所日を変更し」と、第 7 条中「公益上必要」とあるのは「あらかじめ市
長の承認を得て公益上必要」と、第 8 条中「市長は、規則」とあるのは「指
定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て規則」と、第 9条第 2項中「市は」
とあるのは「市及び指定管理者は」とする。 
(利用料金) 

第 16 条の 3 前条第 1 項の規定により風車
か ぜ

の丘の管理を指定管理者に行わせる
場合にあっては、市長は、利用料金を当該指定管理者の収入として収受させ
ることができる。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

第 17 条 省略 第 17 条 省略 

別表(第 6条関係) 
1 交流棟 

別表(第 6条関係) 
1 交流棟  

区分 利用料金の額 

省略 

 
区分 使用料の額 

省略 

2 ポロコート 2 ポロコート  
区分 利用料金の額 

省略 

 
区分 使用料の額 

省略 

備考 備考 



1 営利を目的として風車
か ぜ

の丘の施設を利用する場合は、利用料金の額を

基本料金の 10 割増しの額とする。 

2 本市の市民以外の者が風車
か ぜ

の丘の施設を利用する場合は、利用料金の

額を基本料金の 5割増しの額とする。 

1 営利を目的として風車
か ぜ

の丘の施設を使用する場合は、使用料の額を基

本料金の 10 割増しの額とする。 

2 本市の市民以外の者が風車
か ぜ

の丘の施設を使用する場合は、使用料の額

を基本料金の 5割増しの額とする。 

 

三田市有馬富士自然学習センターの設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第13項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 自然学習センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指
定するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 自然学習センターの利用の許可に関する業務  

(2) 自然学習センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収
に関する業務 

 

(3) 自然学習センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の
維持管理に関する業務 

 

(4) 第 3 条に規定する事業の実施に関する業務  

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(開館時間) (開館時間) 

第 3条の 4 自然学習センターの開館時間は、午前9時から午後5時までとする。
ただし、三田市立小中学校管理及び運営に関する規則(昭和 41 年三田市教育
委員会規則第 1号)第 2条第 1項第 6号に規定する夏季休業日については、午
前 9時から午後 6時までとする。 

第 3条の 2 自然学習センターの開館時間は、午前9時から午後5時までとする。
ただし、三田市立小中学校管理及び運営に関する規則(昭和 41 年三田市教育
委員会規則第 1号)第 2条第 1項第 6号に規定する夏季休業日については、午
前 9時から午後 6時までとする。 

2 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長
の承認を得て同項に規定する開館時間を変更することができる。 

2 前項の規定にかかわらず、市長は、必要があると認めるときは、同項に規定
する開館時間を変更することができる。 

(休館日) (休館日) 

第 3 条の 5 自然学習センターの休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。 第 3条の 3 自然学習センターの休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

2 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長
の承認を得て同項の休館日以外の日において臨時に休館し、又は同項の休館
日において臨時に開館することができる。 

2 前項の規定にかかわらず、市長は、必要があると認めるときは、同項の休館
日以外の日において臨時に休館し、又は同項の休館日において臨時に開館す
ることができる。 

(利用の許可) (使用の許可) 



第 4 条 自然学習センターの施設を利用しようとする者は、あらかじめ指定管
理者の許可を受けなければならない。また、許可された事項を変更しようと
するときも同様とする。 

第 4 条 自然学習センターの施設を使用しようとする者は、あらかじめ市長の
許可を受けなければならない。また、許可された事項を変更しようとすると
きも同様とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、自然学習センターの管理運
営上必要があると認めるときは、当該許可に係る利用について条件を付する
ことができる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、自然学習センターの管理運営上必
要があると認めるときは、当該許可に係る使用について条件を付することが
できる。 

(利用の制限) (使用の制限) 

第 5 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、自然学習セン
ターの利用を許可しないものとする。 

第 5条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、自然学習センターの使
用を許可しないものとする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 自然学習センターの施設等を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあ
ると認められるとき。 

(2) 自然学習センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を
汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3) 省略 (3) 省略 

(4) 営利を目的として利用するものと認められるとき。 (4) 営利を目的として使用するものと認められるとき。 

(5) 省略 (5) 省略 

(利用料金) (使用料) 

第 6条 第 4条の規定により施設の利用許可を受けた者(以下「利用者」という。)
は、別表に定める利用料金を前納しなければならない。ただし、指定管理者が
特別の理由があると認めるときは、この限りでない。 

第 6条 第 4条の規定により施設の使用許可を受けた者(以下「使用者」という。)
は、別表に定める使用料を前納しなければならない。ただし、市長が特別の
理由があると認めるときは、この限りでない。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ
市長の承認を得て定めるものとする。 

 

(利用料金の収入)  

第 6 条の 2 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受
させる。 

 

(利用料金の還付) (使用料の還付) 

第 7 条 既納の利用料金は返還しない。ただし、指定管理者は、規則で定める
特別の理由があると認めるときは、利用料金の全部又は一部を還付すること
ができる。 

第 7 条 既納の使用料は返還しない。ただし、市長は、規則で定める特別の理
由があると認めるときは、使用料の全部又は一部を還付することができる。 

(利用料金の減免) (使用料の減免) 

第 8 条 指定管理者は、規則で定める特別の理由があると認めるときは、利用
料金の全部又は一部を減額し、又は免除することができる。 

第 8 条 市長は、規則で定める特別の理由があると認めるときは、使用料の全
部又は一部を減額し、又は免除することができる。 

(利用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 9 条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その利
用を停止し、又は利用の許可を取り消すことができる。 

第 9条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その使用を停
止し、又は使用の許可を取り消すことができる。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 詐欺その他不正の行為によって利用の許可を受けたとき。 (2) 詐欺その他不正の行為によって使用の許可を受けたとき。 



(3) 利用の許可条件及び利用目的に違反したとき。 (3) 使用の許可条件及び使用目的に違反したとき。 

(4) 省略 (4) 省略 

2 利用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、同項の処分を受け、
これによって損失を受けることがあっても、市及び指定管理者は、その補償
の責めを負わない。 

2 使用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、同項の処分を受け、
これによって損失を受けることがあっても、市は、その補償の責めを負わな
い。 

(禁止行為) (禁止行為) 

第 10 条 何人も自然学習センター内において、次の各号に掲げる行為をしては
ならない。 

第 10 条 何人も自然学習センター内において、次の各号に掲げる行為をしては
ならない。 

(1) 利用を許可されていない施設等を利用すること。 (1) 使用を許可されていない施設等を使用すること。 

(2)～(6) 省略 (2)～(6) 省略 

(立入り等) (立入り等) 

第 11 条 指定管理者は、自然学習センターの管理運営上必要があると認めると
きは、利用を許可した施設等に立ち入り、利用者に質問し、又は必要な指示
をすることができる。 

第 11 条 市長は、自然学習センターの管理運営上必要があると認めるときは、
使用を許可した施設等に立ち入り、使用者に質問し、又は必要な指示をする
ことができる。 

(利用者の義務) (使用者の義務) 

第 12 条 利用者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な利用者とし
ての注意をもって利用しなければならない。 

第 12 条 使用者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な使用者としての注
意をもって使用しなければならない。 

(原状回復の義務) (原状回復の義務) 

第 13 条 利用者が自然学習センターの利用を終えたとき又は第 9条第 1項の規
定により利用を停止され、若しくは利用の許可を取り消されたときは、直ち
にその設備を原状に復さなければならない。 

第 13 条 使用者が自然学習センターの使用を終えたとき又は第 9条第 1項の規
定により使用を停止され、若しくは使用の許可を取り消されたときは、直ち
にその設備を原状に復さなければならない。 

(損害賠償義務) (損害賠償義務) 

第 14 条 利用者は、その責めに帰すべき理由により、施設等を汚損し、損傷し、
又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負担し
なければならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認めると
きは、この限りでない。 

第 14 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により、施設等を汚損し、損傷し、
又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負担し
なければならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認めると
きは、この限りでない。 

2 利用者が前項の義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、これに要し
た費用を利用者から徴収する。 

2 使用者が前項の義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、これに要し
た費用を使用者から徴収する。 

(利用権の譲渡等の禁止) (使用権の譲渡等の禁止) 

第 15 条 利用者は、利用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は利用の目的を
許可なく変更することができない。 

第 15 条 使用者は、使用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は使用の目的を
許可なく変更することができない。 

 (指定管理者による管理) 
第 15 条の 2 自然学習センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が
指定するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により自然学習センターの管理を指定管理者に行わせる場合に
あっては、指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 



(1) 自然学習センターの利用の許可に関する業務 
(2) 自然学習センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収
に関する業務 

(3) 自然学習センターの施設等の維持管理に関する業務 
(4) 第 3 条に規定する事業の実施に関する業務 
(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2 から前条まで及び別表の規定の適用については、これらの
規定中「市長」とある(第 14 条を除く。)のは「指定管理者」と、「使用」と
あるのは「利用」と、「使用料」とあるのは「利用料金」と、第 3 条の 2 第 2
項及び第 3条の 3第 2項中「、同項」とあるのは「、市長の承認を得て同項」
と、第 7 条及び第 8 条中「市長は、規則」とあるのは「指定管理者は、あら
かじめ市長の承認を得て規則」と、第 9 条第 2 項中「市は」とあるのは「市
及び指定管理者は」とする。 
(利用料金) 

第 15 条の 3 前条第 1 項の規定により自然学習センターの管理を指定管理者に
行わせる場合にあっては、市長は、利用料金を当該指定管理者の収入として
収受させることができる。 

2 利用料金は、別表に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ

市長の承認を得て定めるものとする。 

第 16 条 省略 第 16 条 省略 

別表(第 6条関係) 別表(第 6条関係) 

区分 面積(平方メートル) 定員(人) 1 時間当たりの利用料金の金額(円) 

省略  

区分 面積(平方メートル) 定員(人) 1 時間当たりの使用料の金額(円) 

省略  
備考 本市の市民以外の者又は団体が利用するときは、利用料金の 5割に相当

する金額を加算した額とする。 

備考 本市の市民以外の者又は団体が使用するときは、使用料の 5割に相当す

る金額を加算した額とする。 

 

三田市旧九鬼家住宅資料館の設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第14項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 旧九鬼家住宅資料館の管理は、法人その他の団体であって、市長が
指定するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 旧九鬼家住宅資料館の入館の許可に関する業務  

(2) 旧九鬼家住宅資料館の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)  



の維持管理に関する業務 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(開館日) (開館日) 

第 3 条の 4 省略 第 3条の 2 省略 

2 指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て前項に規定す
る開館日を変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。 

2 市長は、必要があると認めるときは、前項に規定する開館日を変更し、又は
臨時に休館日を設けることができる。 

(開館時間) (開館時間) 

第 3 条の 5 旧九鬼家住宅資料館の開館時間は、午前 10 時から午後 4 時までと
する。ただし、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得
て開館時間を変更することができる。 

第 3 条の 3 旧九鬼家住宅資料館の開館時間は、午前 10 時から午後 4 時までと
する。ただし、市長は、必要があると認めるときは、開館時間を変更するこ
とができる。 

(入館の許可) (入館の許可) 

第 4 条 旧九鬼家住宅資料館に入館しようとする者で、次の各号のいずれかに
該当するものは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。ま
た、許可された事項を変更しようとするときも同様とする。 

第 4 条 旧九鬼家住宅資料館に入館しようとする者で、次の各号のいずれかに
該当するものは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。また、許
可された事項を変更しようとするときも同様とする。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等又は資料を学術研究、刊行物への掲載及び映像記録の撮影その他
これに類する行為(以下「撮影等」という。)のため、入館しようとする者 

(2) 旧九鬼家住宅資料館の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)
又は資料を学術研究、刊行物への掲載及び映像記録の撮影その他これに類
する行為(以下「撮影等」という。)のため、入館しようとする者 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、旧九鬼家住宅資料館の管理
運営上必要があると認めるときは、当該許可について条件を付することがで
きる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、旧九鬼家住宅資料館の管理運営上
必要があると認めるときは、当該許可について条件を付することができる。 

(入館の制限等) (入館の制限等) 

第 5 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、旧九鬼家住宅
資料館の入館を禁止し、又は退去を命ずることができる。 

第 5 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、旧九鬼家住宅資料館
の入館を禁止し、又は退去を命ずることができる。 

(1)～(5) 省略 (1)～(5) 省略 

第 6条 省略 第 6条 省略 

(入館許可の取消し等) (入館許可の取消し等) 

第 6 条の 2 指定管理者は、第 4条第 1項の規定により入館の許可を受けた者が
次の各号のいずれかに該当するときは、その入館を停止し、又はその入館の
許可を取り消すことができる。 

第 6条の 2 市長は、第 4条第 1項の規定により入館の許可を受けた者が次の各
号のいずれかに該当するときは、その入館を停止し、又はその入館の許可を
取り消すことができる。 

(1)～(4) 省略 (1)～(4) 省略 

2 市及び指定管理者は、入館の許可を受けた者が、前項各号のいずれかに該当
する理由により、同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっ
ても、その補償の責めを負わない。 

2 市は、入館の許可を受けた者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、
同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の
責めを負わない。 

第 7条 省略 第 7条 省略 

(入館者の義務) (入館者の義務) 



第 8 条 入館者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な入館者とし
ての注意をもって入館しなければならない。 

第 8 条 入館者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な入館者としての注
意をもって入館しなければならない。 

第 9条 省略 第 9条 省略 

 (指定管理者による管理) 
第 9 条の 2 旧九鬼家住宅資料館の管理は、法人その他の団体であって、市長が
指定するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により旧九鬼家住宅資料館の管理を指定管理者に行わせる場合
にあっては、指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 旧九鬼家住宅資料館の入館の許可に関する業務 
(2) 旧九鬼家住宅資料館の施設等の維持管理に関する業務 
(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2 から第 5 条まで、第 6 条の 2 及び第 8 条の規定の適用につ
いては、これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第 3 条の 2
第 2項中「前項に規定する」とあるのは「市長の承認を得て前項に規定する」
と、第 3条の 3中「開館時間を」とあるのは「市長の承認を得て開館時間を」
と、第 6条の 2第 2項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」とする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市三輪明神窯史跡園の設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第15項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 史跡園の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するもの
(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 史跡園の入園の許可に関する業務  

(2) 史跡園の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理に
関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(開園時間) (開園時間) 

第 3 条の 4 史跡園の開園時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、
指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更す
ることができる。 

第 3条の 2 史跡園の開園時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、
市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(休園日) (休園日) 



第 3条の 5 史跡園の休園日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、指定
管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て休園日を変更し、
又は臨時に休園日を設けることができる。 

第 3条の 3 史跡園の休園日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、市長
は、必要があると認めるときは、休園日を変更し、又は臨時に休園日を設け
ることができる。 

(1)～(2) 省略 (1)～(2) 省略 

(入園の許可) (入園の許可) 

第 4条 史跡園に入園しようとする者で、史跡又は資料(以下「史跡等」という。)
の学術研究、刊行物への掲載及び映像記録の撮影その他これに類する行為を
行うため、入園しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許可を受けなけ
ればならない。許可された事項を変更しようとするときも同様とする。 

第 4条 史跡園に入園しようとする者で、史跡又は資料(以下「史跡等」という。)
の学術研究、刊行物への掲載及び映像記録の撮影その他これに類する行為を
行うため、入園しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければな
らない。許可された事項を変更しようとするときも同様とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、史跡園の管理運営上必要が
あると認めるときは、当該許可について条件を付することができる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、史跡園の管理運営上必要があると
認めるときは、当該許可について条件を付することができる。 

(入園の制限) (入園の制限) 

第 5 条 指定管理者は、史跡園に入園しようとする者が次の各号のいずれかに
該当するときは、史跡園の入園を禁止し、又は退去を命ずることができる。 

第 5 条 市長は、史跡園に入園しようとする者が次の各号のいずれかに該当す
るときは、史跡園の入園を禁止し、又は退去を命ずることができる。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等若しくは史跡等を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると
認められるとき。 

(2) 史跡園の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)若しくは史跡
等を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

(3)～(4) 省略 (3)～(4) 省略 

第 6条 省略 第 6条 省略 

(入園許可の取消し等) (入園許可の取消し等) 

第 7 条 指定管理者は、第 4 条第 1 項の規定により入園の許可を受けた者が次
の各号のいずれかに該当するときは、その入園を停止し、又はその入園の許
可を取り消すことができる。 

第 7 条 市長は、第 4 条第 1 項の規定により入園の許可を受けた者が次の各号
のいずれかに該当するときは、その入園を停止し、又はその入園の許可を取
り消すことができる。 

(1)～(4) 省略 (1)～(4) 省略 

2 市及び指定管理者は、入園の許可を受けた者が、前項各号のいずれかに該当
する理由により、同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっ
ても、その補償の責めを負わない。 

2 市は、入園の許可を受けた者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、
同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の
責めを負わない。 

第 8条 省略 第 8条 省略 

(入園者の義務) (入園者の義務) 

第 9 条 入園者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な入園者とし
ての注意をもって入園しなければならない。 

第 9 条 入園者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な入園者としての注
意をもって入園しなければならない。 

第 10 条 省略 第 10 条 省略 

(物品販売等の禁止) (物品販売等の禁止) 

第 11 条 指定管理者の許可なくして、史跡園において物品の販売その他の商行
為を行うことはできない。 

第 11 条 市長の許可なくして、史跡園において物品の販売その他の商行為を行
うことはできない。 

 (指定管理者による管理) 



第 11 条の 2 史跡園の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により史跡園の管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、指
定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 史跡園の入園の許可に関する業務 
(2) 史跡園の施設等の維持管理に関する業務 
(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3 条の 2 から第 5 条まで、第 7 条、第 9 条及び前条の規定の適用に
ついては、これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第 3条の 2
中「これを変更する」とあるのは「市長の承認を得てこれを変更する」と、
第 3 条の 3 各号列記以外の部分中「休園日を変更し」とあるのは「市長の承
認を得て休園日を変更し」と、第 7 条第 2 項中「市は」とあるのは「市及び
指定管理者は」とする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市藍本駅前駐車場の設置及び管理に関する条例新旧対照表(付則第16項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 3 条の 2 駐車場の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するもの
(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせる。 

 

(指定管理者が行う業務)  

第 3 条の 3 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 駐車場の使用の許可に関する業務  

(2) 駐車場の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持管理に
関する業務 

 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(使用時間) (使用時間) 

第 3 条の 4 駐車場の使用時間は、午前 6時から午後 12 時までとする。ただし、
指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更す
ることができる。 

第 3条の 2 駐車場の使用時間は、午前 6時から午後 12 時までとする。ただし、
市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(使用の許可) (使用の許可) 

第 4 条 駐車場を使用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければな
らない。 

第 4条 駐車場を使用しようとする者は、市長の許可を受けなければならない。 

2 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、駐車場の使用を許可 2 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、駐車場の使用を許可しない



しないことができる。 ことができる。 

(1) 省略 (1) 省略 

(2) 施設等を損傷し、又は汚損するおそれのあるとき。 (2) 駐車場の施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)を損傷し、又
は汚損するおそれのあるとき。 

(3) 省略 (3) 省略 

(使用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 5 条 指定管理者は、前条第 1 項の規定により駐車場の使用の許可を受けた
者(以下「使用者」という。)が次の各号のいずれかに該当するときは、当該
駐車場の使用の許可を取り消し、又は使用を停止させることができる。 

第 5条 市長は、前条第 1項の規定により駐車場の使用の許可を受けた者(以下
「使用者」という。)が次の各号のいずれかに該当するときは、当該駐車場の
使用の許可を取り消し、又は使用を停止させることができる。 

(1)～(3) 省略 (1)～(3) 省略 

2 前項の規定による使用許可の取消し又は使用の停止により、当該使用者に損
害が生じることがあっても、市及び指定管理者は、これに対して補償の責め
を負わない。 

2 前項の規定による使用許可の取消し又は使用の停止により、当該使用者に損
害が生じることがあっても、市は、これに対して補償の責めを負わない。 

第 6条～第 9条 省略 第 6条～第 9条 省略 

(使用の制限) (使用の制限) 

第 10 条 指定管理者は、駐車場の補修その他駐車場の管理運営上必要があると
認めるときは、あらかじめ市長の承認を得て駐車場の全部又は一部の使用を
制限することができる。 

第 10 条 市長は、駐車場の補修その他駐車場の管理運営上必要があると認める
ときは、駐車場の全部又は一部の使用を制限することができる。 

(遵守事項) (遵守事項) 

第 11 条 使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 第 11 条 使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 指定管理者の指示に留意し、善良な使用者としての注意をもって使用す
ること。 

(1) 市長の指示に留意し、善良な使用者としての注意をもって使用するこ
と。 

(2)～(4) 省略 (2)～(4) 省略 

(損害賠償等) (損害賠償等) 

第 12 条 省略 第 12 条 省略 

2 省略 2 省略 

3 市及び指定管理者は、駐車場内の自動車について、盗難、自動車相互間の事
故又は天災その他の災害により駐車場の使用者が受けた損害については、そ
の賠償の責めを負わない。 

3 市は、駐車場内の自動車について、盗難、自動車相互間の事故又は天災その
他の災害により駐車場の使用者が受けた損害については、その賠償の責めを
負わない。 

 (指定管理者による管理) 
第 12 条の 2 駐車場の管理は、法人その他の団体であって、市長が指定するも
の(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により駐車場の管理を指定管理者に行わせる場合にあっては、指
定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 駐車場の使用の許可に関する業務 
(2) 駐車場の施設等の維持管理に関する業務 



(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 
3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 3条の 2から第 5条まで、第 10 条から前条までの規定の適用につい
ては、これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第 3 条の 2 中
「これを変更する」とあるのは「市長の承認を得てこれを変更する」と、第 5
条第 2項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」と、第 10条中「駐車
場の全部」とあるのは「あらかじめ市長の承認を得て駐車場の全部」と、前
条第 3項中「市は」とあるのは「市及び指定管理者は」とする。 

以下省略 以下省略 

 

三田市総合文化センター条例新旧対照表(付則第17項関係) 

現行 改正案 

第 1条～第 3条 省略 第 1条～第 3条 省略 

(指定管理者による管理)  

第 4 条 文化センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定する
もの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせる。 

第 4条から第 6条まで 削除 

(指定管理者が行う業務)  

第 5 条 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 文化センターの利用の許可に関する業務  

(2) 文化センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関
する業務 

 

(3) 文化センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)の維持
管理に関する業務 

 

(4) 第 3 条に規定する事業の実施に関する業務  

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務  

(指定管理者の行為)  

第 6 条 指定管理者は、あらかじめ市長に届け出て、文化センターの建物又は
敷地において、物品の販売、飲食の提供、広告の掲示その他これらに類する
行為をすることができる。 

 

(開館時間) (開館時間) 

第 7条 文化センターの開館時間は、午前 9時から午後 10 時までとする。ただ
し、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変
更することができる。 

第 7条 文化センターの開館時間は、午前 9時から午後 10 時までとする。ただ
し、市長は、必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

(休館日) (休館日) 

第 8 条 文化センターの休館日は、毎週水曜日(その日が国民の祝日に関する法
律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日(以下「祝日」という。)に当たる

第 8条 文化センターの休館日は、毎週水曜日(その日が国民の祝日に関する法
律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日(以下「祝日」という。)に当たる



ときは、その翌日以後の最初の祝日でない日)とする。ただし、指定管理者は、
必要があると認めるときは、市長の承認を得て休館日を変更し、又は臨時に
休館日を設けることができる。 

ときは、その翌日以後の最初の祝日でない日)とする。ただし、市長は、必要
があると認めるときは、休館日を変更し、又は臨時に休館日を設けることが
できる。 

(利用期間) (使用期間) 

第 9 条 文化センターの施設等(別表第 1 に規定するものに限る。)は、同表に
規定する期間を超えて利用することはできない。ただし、指定管理者は、必
要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更することができる。 

第 9条 文化センターの施設その他の附属設備(以下「施設等」という。)(別表
第 1に規定するものに限る。)は、同表に規定する期間を超えて使用すること
はできない。ただし、市長は、必要があると認めるときは、これを変更する
ことができる。 

(利用の許可) (使用の許可) 

第 10 条 文化センターを利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許可
を受けなければならない。許可された事項を変更しようとするときも同様と
する。 

第 10 条 文化センターを使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受け
なければならない。許可された事項を変更しようとするときも同様とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、文化センターの管理運営上
必要があると認めるときは、当該許可に係る利用について条件を付すること
ができる。 

2 市長は、前項の許可をする場合において、文化センターの管理運営上必要が
あると認めるときは、当該許可に係る使用について条件を付することができ
る。 

(利用の制限) (使用の制限) 

第 11 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、文化センター
の利用を許可しないものとする。 

第 11 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、文化センターの使用
を許可しないものとする。 

(1)～(5) 省略 (1)～(5) 省略 

(利用料金) (使用料) 

第 12 条 第 10 条の規定により利用の許可を受けた者(以下「利用者」という。)
は、利用料金を前納しなければならない。ただし、指定管理者が特別の理由
があると認める場合は、この限りでない。 

第 12 条 第 10 条の規定により使用の許可を受けた者(以下「使用者」という。)
は、使用料を前納しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると
認める場合は、この限りでない。 

2 利用料金は、別表第 2に規定する額の範囲内において、指定管理者があらか
じめ市長の承認を得て定めるものとする。 

 

(利用料金の収入)  

第 13 条 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受さ
せる。 

第 13 条 削除 

(利用料金の還付) (使用料の還付) 

第 14 条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、規則で定め
る特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することがで
きる。 

第 14 条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長は、規則で定める特別の
理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

(利用許可の取消し等) (使用許可の取消し等) 

第 15 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、当該許可に係
る利用条件を変更し、若しくは利用を停止し、又は当該許可を取り消すこと
ができる。 

第 15 条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、当該許可に係る使用
条件を変更し、若しくは使用を停止し、又は当該許可を取り消すことができ
る。 



(1) 利用者がこの条例若しくはこの条例に基づく規則又は指定管理者が指
示した事項に違反したとき。 

(1) 使用者がこの条例若しくはこの条例に基づく規則又は市長が指示した
事項に違反したとき。 

(2) 利用者が詐欺その他不正の行為によって利用の許可を受けたとき。 (2) 使用者が詐欺その他不正の行為によって使用の許可を受けたとき。 

(3) 利用者が利用の許可条件に違反したとき。 (3) 使用者が使用の許可条件に違反したとき。 

(4)～(5) 省略 (4)～(5) 省略 

2 市及び指定管理者は、利用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、
同項の処分を受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の
責めを負わない。 

2 市は、使用者が、前項各号のいずれかに該当する理由により、同項の処分を
受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の責めを負わな
い。 

(禁止行為) (禁止行為) 

第 16 条 何人も文化センター内において、次の各号に掲げる行為をしてはなら
ない。 

第 16 条 何人も文化センター内において、次の各号に掲げる行為をしてはなら
ない。 

(1)～(5) 省略 (1)～(5) 省略 

(6) 立入禁止区域に指定管理者の許可なく立ち入ること。 (6) 立入禁止区域に市長の許可なく立ち入ること。 

(7) 省略 (7) 省略 

(立入り等) (立入り等) 

第 17 条 指定管理者は、文化センターの管理運営上必要があると認めるときは、
利用を許可した施設等に立ち入り、利用者に質問し、又は必要な指示をする
ことができる。 

第 17 条 市長は、文化センターの管理運営上必要があると認めるときは、使用
を許可した施設等に立ち入り、使用者に質問し、又は必要な指示をすること
ができる。 

(特別の設備の設置に係る許可) (特別の設備の設置に係る許可) 

第 18 条 利用者が特別の設備を設置し、又は備付け以外の器具等を使用しよう
とするときは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。 

第 18 条 使用者が特別の設備を設置し、又は備付け以外の器具等を使用しよう
とするときは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

(物品販売等の許可) (物品販売等の許可) 

第 19 条 利用者が文化センターにおいて次の各号に掲げる行為をしようとする
ときは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。 

第 19 条 使用者が文化センターにおいて次の各号に掲げる行為をしようとする
ときは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

(1)～(3) 省略 (1)～(3) 省略 

(利用権の譲渡等の禁止) (使用権の譲渡等の禁止) 

第 20 条 利用者は、利用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は利用の目的を
許可なく変更することはできない。 

第 20 条 使用者は、使用する権利を他人に譲渡し、転貸し、又は使用の目的を
許可なく変更することはできない。 

(利用者の義務) (使用者の義務) 

第 21 条 利用者は、指定管理者が指示した事項を守り、常に善良な利用者とし
ての注意を怠ってはならない。 

第 21 条 使用者は、市長が指示した事項を守り、常に善良な使用者としての注
意を怠ってはならない。 

2 利用者は、施設等の利用を終えたとき又は第 15 条第 1 項の規定により利用
を停止され、若しくは利用の許可を取り消されたときは、速やかに当該施設
等を原状に復さなければならない。 

2 使用者は、施設等の使用を終えたとき又は第 15 条第 1 項の規定により使用
を停止され、若しくは使用の許可を取り消されたときは、速やかに当該施設
等を原状に復さなければならない。 

(損害賠償義務) (損害賠償義務) 



第 22 条 利用者は、その責めに帰すべき理由により、施設等を汚損し、破損し、
又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しなければ
ならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認めるときは、こ
の限りでない。 

第 22 条 使用者は、その責めに帰すべき理由により、施設等を汚損し、破損し、
又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しなければ
ならない。ただし、市長が特にやむを得ない理由があると認めるときは、こ
の限りでない。 

2 利用者が前項の規定による義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、
これに要した費用を利用者から徴収する。 

2 使用者が前項の規定による義務を履行しない場合は、市長がこれを代行し、
これに要した費用を使用者から徴収する。 

 (指定管理者による管理) 
第 22 条の 2 文化センターの管理は、法人その他の団体であって、市長が指定
するもの(以下「指定管理者」という。)にこれを行わせることができる。 

2 前項の規定により文化センターの管理を指定管理者に行わせる場合にあっ
ては、指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 文化センターの利用の許可に関する業務 
(2) 文化センターの利用に係る料金(以下「利用料金」という。)の徴収に関
する業務 

(3) 文化センターの施設等の維持管理に関する業務 
(4) 第 3 条に規定する事業の実施に関する業務 
(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

3 第 1項の規定により前項各号に規定する業務を指定管理者に行わせる場合に
おける第 7条から第 12 条まで、第 14条から前条まで、別表第 1及び別表第 2
の規定の適用については、これらの規定中「市長」とある(第 22 条を除く。)
のは「指定管理者」と、「使用」とあるのは「利用」と、「使用料」とあるの
は「利用料金」と、第 7 条中「これを変更する」とあるのは「市長の承認を
得てこれを変更する」と、第 8 条中「休館日を変更し」とあるのは「市長の
承認を得て休館日を変更し」と、第 9条中「これを変更する」とあるのは「市
長の承認を得てこれを変更する」と、第 14 条中「市長は、規則」とあるのは
「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て規則」と、第 15 条第 2項中「市
は」とあるのは「市及び指定管理者は」と、別表第 2 1 各施設の基本使用
料の部備考第3項及び同表2 附属施設の基本使用料の部備考第2項中「特に」
とあるのは「あらかじめ市長の承認を得て特に」とする。 
(利用料金) 

第 22 条の 3 前条第 1 項の規定により文化センターの管理を指定管理者に行わ
せる場合にあっては、市長は、利用料金を当該指定管理者の収入として収受
させることができる。 

2 利用料金は、別表第 2に規定する額の範囲内において、指定管理者があらか
じめ市長の承認を得て定めるものとする。 
(指定管理者の行為) 

第 22 条の 4 指定管理者は、あらかじめ市長に届け出て、文化センターの建物
又は敷地において、物品の販売、飲食の提供、広告の掲示その他これらに類
する行為をすることができる。 



第 23 条 省略 第 23 条 省略 

別表第 1(第 9 条関係) 別表第 1(第 9 条関係) 

施設名 利用期間 

省略  

施設名 使用期間 

省略  
備考 「利用期間」とは、同一人物が同一目的で文化センターの施設を連続し
て利用することができる最長期間をいう。 

備考 「使用期間」とは、同一人物が同一目的で文化センターの施設を連続し
て使用することができる最長期間をいう。 

別表第 2(第 12 条関係) 別表第 2(第 12 条関係) 

1 各施設の基本利用料金 1 各施設の基本使用料 

利用時間帯 

施設名及び利用区分 
省略 

省略  

使用時間帯

施設名及び使用区分 
省略 

省略  
備考 
1 省略 
2 利用者が本市以外(伊丹市、宝塚市、川西市及び猪名川町を除く。)の区

域内に住所を有する者の場合の利用料金の限度額は、基本利用料金の額に
100 分の 150 を乗じて得た額を基本利用料金とする。 

3 利用者が入場料又はこれに類するもの(営利を目的としたものを除く。以
下「入場料等」という。)を徴収するとき(当該入場料等の入場者 1人当た
りの徴収額の最高額が 1,500 円を超える場合に限る。)の利用料金の限度
額は、基本利用料金の額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。ただし、
指定管理者があらかじめ市長の承認を得て特に必要がないと認めるとき
は、この限りでない。 

4 利用者が商業に係る宣伝、営業又はこれらに類する目的で利用する場合
の利用料金の限度額は、基本利用料金の額に 100 分の 200 を乗じて得た額
とする。 

5 利用者が利用時間を延長する場合は、1時間を限度とし、当該延長が 30
分以上となる場合の利用料金の額は、基本利用料金に係る 1時間当たりの
額に 100 分の 130 を乗じて得た額とする。 

6 開館時間以外に利用する場合の利用料金の額は、1 時間につき、基本利
用料金に係る 1時間当たりの額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。 

7 利用者が大ホール又は小ホールの舞台のみを利用する場合の利用料金の
限度額は、基本利用料金の額に 100 分の 30 を乗じて得た額とする。 

8 利用者が上表の各施設の空調設備を利用するときは、基本利用料金の額
に 100 分の 20 を乗じて得た額を、空調維持費として加算して徴収する。

9 利用時間には、準備及び後片付けの時間を含む。 
10 利用料金の額に 10 円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨て

るものとする。 

備考 
1 省略 
2 使用者が本市以外(伊丹市、宝塚市、川西市及び猪名川町を除く。)の区

域内に住所を有する者の場合の使用料の限度額は、基本使用料の額に 100
分の 150 を乗じて得た額を基本使用料とする。 

3 使用者が入場料又はこれに類するもの(営利を目的としたものを除く。以
下「入場料等」という。)を徴収するとき(当該入場料等の入場者 1人当た
りの徴収額の最高額が 1,500 円を超える場合に限る。)の使用料の限度額
は、基本使用料の額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。ただし、市長
が特に必要がないと認めるときは、この限りでない。 

4 使用者が商業に係る宣伝、営業又はこれらに類する目的で使用する場合
の使用料の限度額は、基本使用料の額に 100 分の 200 を乗じて得た額とす
る。 

 
5 使用者が使用時間を延長する場合は、1時間を限度とし、当該延長が 30
分以上となる場合の使用料の額は、基本使用料に係る 1時間当たりの額に
100 分の 130 を乗じて得た額とする。 

6 開館時間以外に使用する場合の使用料の額は、1 時間につき、基本使用
料に係る 1時間当たりの額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。 

7 使用者が大ホール又は小ホールの舞台のみを使用する場合の使用料の限
度額は、基本使用料の額に 100 分の 30 を乗じて得た額とする。 

8 使用者が上表の各施設の空調設備を使用するときは、基本使用料の額に
100 分の 20 を乗じて得た額を、空調維持費として加算して徴収する。 

9 使用時間には、準備及び後片付けの時間を含む。 
10 使用料の額に 10 円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てる

ものとする。 

2 附属施設の基本利用料金 2 附属施設の基本使用料 



利用時間帯 

施設名及び利用区分 
省略 

省略  

使用時間帯

施設名及び使用区分 
省略 

省略  
備考 
1 利用者が本市以外(伊丹市、宝塚市、川西市及び猪名川町を除く。)の区

域内に住所を有する者の場合の利用料金の限度額は、基本利用料金の額に
100 分の 150 を乗じて得た額を基本利用料金とする。 

2 利用者が入場料等を徴収するとき(当該入場料等の入場者 1 人当たりの
徴収額の最高額が 1,500 円を超える場合に限る。)の利用料金の限度額は、
基本利用料金の額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。ただし、指定管
理者があらかじめ市長の承認を得て特に必要がないと認めるときは、この
限りでない。 

3 利用者が商業に係る宣伝、営業又はこれらに類する目的で利用する場合
の利用料金の限度額は、基本利用料金の額に 100 分の 200 を乗じて得た額
とする。 

4 利用者が利用時間を延長する場合は、1時間を限度とし、当該延長が 30
分以上となる場合の利用料金の額は、基本利用料金に係る 1時間当たりの
額に 100 分の 130 を乗じて得た額とする。 

5 開館時間以外に利用する場合の利用料金の額は、1 時間につき、基本利
用料金に係る 1時間当たりの額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。 

6 利用者が上表の各施設の空調設備を利用するときは、基本利用料金の額
に 100 分の 20 を乗じて得た額を、空調維持費として加算して徴収する。

7 利用時間には、準備及び後片付けの時間を含む。 
8 利用料金の額に 10 円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てる

ものとする。 

備考 
1 使用者が本市以外(伊丹市、宝塚市、川西市及び猪名川町を除く。)の区

域内に住所を有する者の場合の使用料の限度額は、基本使用料の額に 100
分の 150 を乗じて得た額を基本使用料とする。 

2 使用者が入場料等を徴収するとき(当該入場料等の入場者 1 人当たりの
徴収額の最高額が 1,500 円を超える場合に限る。)の使用料の限度額は、
基本使用料の額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。ただし、市長が特
に必要がないと認めるときは、この限りでない。 

 
3 使用者が商業に係る宣伝、営業又はこれらに類する目的で使用する場合
の使用料の限度額は、基本使用料の額に 100 分の 200 を乗じて得た額とす
る。 

4 使用者が使用時間を延長する場合は、1時間を限度とし、当該延長が 30
分以上となる場合の使用料の額は、基本使用料に係る 1時間当たりの額に
100 分の 130 を乗じて得た額とする。 

5 開館時間以外に使用する場合の使用料の額は、1 時間につき、基本使用
料に係る 1時間当たりの額に 100 分の 200 を乗じて得た額とする。 

6 使用者が上表の各施設の空調設備を使用するときは、基本使用料の額に
100 分の 20 を乗じて得た額を、空調維持費として加算して徴収する。 

7 使用時間には、準備及び後片付けの時間を含む。 
8 使用料の額に 10 円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てるも

のとする。 

3 駐車場の利用料金 3 駐車場の使用料 

時間 1 台当たりの利用料金 

省略  

時間 1 台当たりの使用料 

省略  
備考 駐車場の利用時間は、8時から 23 時までとする。 備考 駐車場の使用時間は、8時から 23 時までとする。 

4 附属設備の利用料金 4 附属設備の使用料 

種別又は品名ごとに市長が別に定める額 種別又は品名ごとに市長が別に定める額 

 


